
◀議場見学にたくさんの方に来ていただきました
（11月5日）

▲私も議長になれるかな？
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～気軽に語ろう地域のこと！！～議会報告会開催
　平成29年11月に大野城市議会基本条例に基づく議会報告会を４コミュニティセンターと

２カ所の公民館で開催しました。

　参加者は全体で107名でした。

次　第
Ⅰ 開会行事
⑴開会のことば
⑵ごあいさつ

Ⅱ 議会活動報告
⑴総務企画委員会
　『自転車でめぐるにぎわいの街』
⑵福祉文教委員会
　『知っていますか？認定こども園とダブルケア』
⑶都市環境委員会
　『みなさん お出かけしていますか？大野城市の公共交通を考える』

Ⅳ 質疑応答

Ⅲ 意見交換
グループに分かれ、各委員会
の報告内容について議員と
参加者のみなさんで意見交
換を行います。

Ⅴ 閉会行事
閉会のことば
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議会報告会開催
運転免許証を返納し
たいが、交通が不便
である

参加者を多く
するための工
夫を

地域の問題点を
理解して報告会に
臨んでほしい

コミュニティバスの筑紫
地区４市１町の相互乗り
入れも実現してほしい

市民との意見交換会の様子

公民館での報告会
開催を増やしてほ
しい

住みよい

まちに

もっと

報告会に

よりよい

議会報告会のその後
を市民に知らせるべ
きでは

レンタサイクルも必要
だが、道路整備や歩道の
段差をなくしてほしい

保育所待機児
童の解消と保
育所の増設を

参加者の声
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　平成29年11月５日のまどかフェスティバルに合わせ、本会議場の見学会を行いました。200

名を超える皆さんにおいでいただき、多くの方からご意見・ご感想をいただきました。

いただいた
感想から

～ 初のこころみ ① ～公民館での報告会

～ 初のこころみ ② ～議場見学会

平野台、山田公民館の２カ所でも開きました。

ワールドカフェ方式によりテーブルを
囲んで活発に意見を交換

各委員会の活動を報告

フレンドリーな雰囲気で
案内いただき、親しみを
感じました。

何回か傍聴したこと
がありますが、実際に
議場に入ったのは初
めてです。 意外にこじんまりしていますね。

行政側と議員側が近くて緊張感
が得られるのかな？

案外せまいと
思った。

議員の活躍が
目に見えるよ
うでした。

席が決まって
いるんですね！

市政にもう少し関心
を持つべきだったと
思います。
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無回答
20%
無回答
20%

意見交換
45%
意見交換
45%

報告
25%
報告
25%

質疑
10%
質疑
10%

無回答
2%
無回答
2%

30代以下
1%

30代以下
1%

70代以上
66%
70代以上
66%

60代
16%
60代
16%

50代
11%
50代
11%

40代
4%
40代
4%

無回答
12%
無回答
12%

どちらとも言えない
6%

どちらとも言えない
6%

評価しない
3%

評価しない
3%

評価する
79%
評価する
79%

無回答
12%
無回答
12%

わからない
8%

わからない
8%

参加したくない
1%

参加したくない
1%

参加したい
79%

参加したい
79%

～議会報告会のアンケート結果～

良かったと思う内容

議会報告会の取組についての評価

参加者の年代

今後の議会報告会への参加

・参加者の 79％の方が次回も参加したいと回答。
・議会報告会の取り組みについて 79％の方に評価いただきました。
・意見交換には 45％、委員会報告については 25％の方が良かったと回答。

103名の方から回答をいただきました。

・議員と直接話せて良かった。
・委員会報告を聞くことができて有意義でした。
・もっと多くの方に来てほしかった。

・みなさんからいただいたご意見を参考に、時間や場所の設定を検討。そして幅広い年
齢層の方々に参加していただけるよう、「チーム議会」で取り組んでまいります。

アンケート結果から

自 由 記 載 欄より

次 回 に む け て
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審 議 結 果 一 覧
平成29年第５回12月定例会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

全会一致可決 総務企画委員会

総務企画委員会

〃 福祉文教委員会

福祉文教委員会

予算委員会

〃 都市環境委員会

大野城市税条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

第68号議案

大野城市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について第70号議案

指定管理者の指定について（大野城市ファミリー交流センター）第72号議案

平成29年度大野城市一般会計補正予算（第５号）について第74号議案

第69号議案

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の弾道ミサイル発射及び核実
験に抗議する決議について

決 議 案
第 １ 号

専決処分の報告について（すこやか交流プラザ内における負傷事
故による損害賠償の額の決定及び和解について）
専決処分の報告について（仲畑中央公園における自動車破損事故
による損害賠償の額の決定及び和解について）

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の弾道ミサイル発射及び核実験
に抗議し、国に対して事態の解決を求める意見書の提出について

意見書案
第 ３ 号
意見書案
第 ４ 号

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

大野城市下水道条例の一部を改正する条例の制定について第71号議案

指定管理者の指定について（大野城市いこいの里）第73号議案

平成29年度大野城市下水道事業会計補正予算（第２号）について第79号議案

平成29年度大野城市一般会計補正予算（第６号）について第83号議案

平成29年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に
ついて

第75号議案

平成29年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について

第77号議案

大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

第81号議案

平成29年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第３号）について第85号議案

平成29年度大野城市水道事業会計補正予算（第３号）について第87号議案

専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の額
の決定及び和解について）報告第22号

報告第23号

報告第24号

報告第25号

平成29年度大野城市下水道事業会計補正予算（第３号）について第88号議案

第82号議案

大野城市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

大野城市職員の給与に関する条例及び大野城市一般職の任期付職
員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第80号議案

平成29年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
について

第84号議案

平成29年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
について

専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の額
の決定及び和解について）

第86号議案

平成29年度大野城市水道事業会計補正予算（第２号）について第78号議案

平成29年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第２号）について第76号議案

〃 〃

〃 〃

報告 ‒

〃 ‒

〃 ‒

〃 ‒

〃 ‒

〃 ‒

全会一致可決 ‒

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃

〃

予算委員会〃

〃

平成29年12月定例会を
　　　　　　12月1日(金)から12月19日(火)まで開催
24の案件を審議し、全て可決。
12名の議員が一般質問。

12
月
定
例
会
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委員会報告委員会報告

　地方自治体は、少子・高齢化が進行するなか、
医療・介護などの社会保障への対応、地域交通の
維持など、果たすべき役割が拡大している。また、
新たなニーズへの対応と細やかな公的サービスの
提供のため、これに見合う地方財政の確立を目指
す必要がある。このため、国におかれては、平成
30年度の政府予算と財政予算の検討に当たって、
歳入・歳出を的確に見積もり、以下の事項を実現
されるよう強く求める。

　　　　　　　　　　　記
１．社会保障、災害対策など、増大する地方自治
体の財政需要を的確に把握し、地方一般財源
総額の確保を図ること。

２．地域医療の確保など、社会保障ニーズに対応
するための社会保障予算の確保及び地方財政
措置を的確に行うこと。

３．公共施設の耐震化や緊急防災・減災事業の対
象事業の拡充と十分な期間の確保を行うこと。

４．地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」
「まち・ひと・しごと創生事業費」等については、
自治体の財政運営に不可欠な財源となってい
ることから、現行水準を確保すること。

５． 地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の
強化を図り、地方交付税原資の確保につい
ては、臨時財政対策債に過度に依存しない
ものとすること。

付託を受けた第68号議案・第80号議案から第82
号議案については、いずれも質疑・討論ともにな
く、原案の通り可決すべきものと決しました。

意見書案第４号
「地方財政の充実・強化を求める意見書の提
出」を決議しました（以下抜粋）

Ｑ　最初が公募で後がずっと今回まで非公募で指
定をしているが、その理由は
Ａ　指定管理者の指定は、指定管理者候補者検討
委員会で実績、内容等の評価審査をしている。結
果として非公募との結論が出たものである。

Ｑ　一つの業者があまり長くなると、弊害が出て
くると思うが、市の考えは
Ａ　この５年間の中で毎年事業の実績、取り組み
姿勢など評価をして、５年後に改めて、公募とす
べきか非公募とすべきか、検討していく。

Ｑ　指定管理者の契約期間が3年の理由は
Ａ　平成34年度に大規模改修を予定しており、施
設の改修に伴い、指定管理の仕様内容の大幅な変
更等も考えられる。その影響を避けるため、今回
は３年として、次の更新時期までに整備を行い、
仕様書や指定管理料の設定金額の見直しについて
検討したいと考えている。

Ｑ　公募して１社しか応募がない原因は何か
Ａ　開設22年目を迎え、施設の老朽化により毎年
修繕費が増加傾向にある。今後の修繕費の拡大な
どの採算面を懸念し辞退した事業者が多かったの
ではないかと考えている。仕様書や設定金額の適
正化に努め、他社からの参入があるよう努めたい
と考えている。

第72号議案
「指定管理者の指定について（大野城市ファ
ミリー交流センター）」

第73号議案
「指定管理者の指定について（大野城市いこ
いの里）」

～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会
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Ｑ　公民館のリニューアル工事に入った後に住民

から要望等があった場合の対応は

Ａ　事前に区の役員や区民の方の要望を聞いた上で
設計を行うので、基本的に変更はない。

Ｑ　バス運行協議会での協議内容とコミュニティ

バス運行補助金の債務負担行為額増額の理由は

Ａ　協議内容は、乙金方面のルート見直しで、増額
の理由はルート見直しに伴う運転手増員分の人件費
等である。

Ｑ　生活困窮者家計相談支援事業の相談員と相談

実績は

Ａ　相談員は、２名体制で１週間のうち、３日間配
置されている。相談者は、４月から11月末現在ま
で42名で、内８名は具体的に家計再生プランを作
成し、支援を行っている。

第74号議案
「平成29年度大野城市一般会計補正予算（第
５号）について」
歳入歳出予算の総額から6,871万9,000円
を減額
補正後の歳入歳出予算の総額を357億
5,427万5,000円とするもの

Ｑ　大野北保育所の移転建て替えの理由は

Ａ　建築から約40年が経過しており大規模な改修
が必要な状況であることや前面道路が狭く、離合も
難しい状況で、送迎時に混雑すること、また全市的
に待機児童が多く、定員の拡充を図るためである。

Ｑ　移転建て替え先は

Ａ　現在の保育所と同じ山田区内で御笠川一丁目
の御笠の森小学校の北側に隣接する桑の本公園で
ある。

第83号議案
「平成29年度大野城市一般会計補正予算（第
６号）について」
歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,212万
6,000円を増額
補正後の歳入歳出予算の総額を357億
7,640万1,000円とするもの

予 算 委 員 会

第70号議案
「大野城市都市公園条例の一部を改正する
条例の制定について」

Ｑ　条例改正で公園内に公募型公園施設として保

育所やカフェ等が設置できるように緩和された

が、その管理義務はどのようになるのか。また、

市民一人当たりどのくらいの公園面積になってい

るのか

Ａ　カフェの設置については従来も認められてい
たが、保育所というものも敷地面積の100分の10と
いう基準のもとに設置できるようになった。な
お、保育所もカフェもそれぞれの設置者が管理義
務を負うこととなる。
また、本市の一人当たりの都市公園面積は12.35㎡。
それと市街化区域のみで換算した場合は4.90㎡で
あるが、全国的に見ると高い数字となっている。

第71号議案
「大野城市下水道条例の一部を改正する条
例の制定について」

Ｑ　下水道法施行令に追加された条項の内容は

Ａ　ダイオキシン類対策特別措置法の制定に合わ
せ、規制対象にダイオキシン類が新たに追加され、
その指標が挿入された。
また、特定事業場における「事故等の措置を要す
る物質又は油」及び「事故時の措置の規定が適用
されない場合」が新たに追加された。

都 市 環 境 委 員 会
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

森　　和也

大野城環境処理センター焼却施設解体
撤去工事に伴う市民への影響について
御笠川・牛頸川・平野川フェスタとまち
ぴか市民運動について
大野城市社会福祉協議会が実施するふ
れあいの旅について

大塚みどり
大野城環境処理センター解体工事につ
いて
ダブルケアについて

河村　康之
生活保護受給者への支援について
住宅の確保に配慮を要する方たちへの
支援について

松﨑百合子
子育て世代包括支援センターの開設と産
後ケア事業について
高齢者の運転免許証自主返納の支援に
ついて

山上　高昭 安全・安心の取り組みについて

松下　真一 生活保護行政について

答答 問問 焼
却
施
設
解
体
撤
去
工
事
、
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物
質
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大
丈
夫
？
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解
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撤
去
工
事
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汚
染
物
質
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大
丈
夫
？
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い
た
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か
。
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施
す
る
。
重
金
属

に
つ
い
て
も
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
鉛
・

セ
レ
ン
、
そ
の
化
合
物
の
検
出
が
判

明
、
飛
散
防
止
の
対
策
、
除
染
を
行
っ

た
上
で
解
体
工
事
を
実
施
す
る
。

環
境
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に
実
施
す

る
の
か

施
設
内
に
つ
い
て
は
、
４
地
点
に
お

い
て
粉
じ
ん
濃
度
を
連
続
監
視
、
騒

音
・
振
動
測
定
は
、
１
地
点
で
連
続

監
視
す
る
。
土
地
や
土
壌
に
つ
い
て

は
、
工
事
前
と
工
事
中
、
解
体
工
事

完
了
後
に
調
査
を
行
う
。

敷
地
境
界
に
つ
い
て
は
、
４
地
点
に

お
い
て
砂
の
試
料
を
設
置
し
、
工
事

前
と
工
事
中
、
解
体
工
事
完
了
後
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査
を
行
う
。

敷
地
外
に
つ
い
て
は
、
あ
お
ぞ
ら
公

園
、
月
の
浦
西
公
園
、
月
の
浦
近
隣

公
園
、
月
の
浦
小
学
校
に
砂
の
試
料

を
設
置
し
、
工
事
前
、
除
染
完
了
後
、

解
体
作
業
完
了
後
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
測
定
を
行
う
。

森
　
　
　
和
　
也

▲工事中の大野城環境処理センター▲映像はこちら

中村　真一
ふるさと大野城の個性を輝かせる「大野
城トレイル」形成について
大野城市の契約状況（工事・委託・役務・
物品）について

平井信太郎 元号変更に伴う本市の対応について
公園の管理と街路樹について

松田美由紀
選挙について
不育症について
マンホールカードを使った観光振興につ
いて

清水　純子
留守家庭児童保育所 ( 通称：学童 ) の充
実にむけて
災害時における大野城市在住の外国人へ
の対応について

井福　大昌 大野城市の将来を大きく左右する西鉄連
続立体交差事業について

松﨑　正和

「クリーンシティおおのじょう」で出され
る可燃物 ( 草 ) の処理方法について
前回９月議会一般質問での執行部答弁に
ついて
地方自治法改正による議会選出監査委
員の選任について
心のふるさと館について
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大
野
城
ト
レ
イ
ル
の
全
体
の
進
捗
状

況
は

前
年
度
ま
で
に
５
ル
ー
ト
の
整
備
。

今
年
度
は
残
る
２
ル
ー
ト
を
整
備
し
、

全
ル
ー
ト
の
整
備
を
完
了
。

本
市
固
有
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
を

現
地
で
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
物

に
は
ど
ん
な
物
が
あ
る
か
。

自
然
に
関
し
て
は
日
本
最
古
の
山
城

で
市
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
「
大

野
城
跡
」、
文
化
に
関
し
て
は
、
牛
頸

に
あ
る
市
内
で
最
も
古
い
神
社
で
あ

る
「
平
野
神
社
」、
歴
史
に
関
し
て
は

国
指
定
の
特
別
史
跡
で
あ
り
、
巨
大

な
古
代
防
衛
施
設
の
遺
跡
で
あ
る
「
水

城
跡
」
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
大
野
城
と
し
て
の
独
自
な

個
性
を
多
方
面
へ
活
用
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
る
の
か

大
野
城
ト
レ
イ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
大
野
城
固
有
の
自
然
・
文
化
・
歴
史

を
介
し
て
、
人
々
が
笑
顔
で
触
れ
合

う
交
流
軸
の
形
成
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
目
的
は
、
市
内
各
地
に
点
在
す

る
自
然
・
文
化
・
歴
史
の
魅
力
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど
も

答 問問答答

答

問

問
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
の

方
々
の
ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
や
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
て
頂
き
、
更
に

観
光
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
い
て
、
ト
レ
イ
ル
を
活
用
し
て
も

ら
う
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
る
。

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
開
館
後
の

ト
レ
イ
ル
の
計
画
に
つ
い
て

現
時
点
で
は
、
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
の

追
加
・
見
直
し
等
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
が
、
大
野
城
心
の
ふ
る
さ

と
館
開
館
後
の
利
用
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

個
性
を
輝
か
せ
る

　
　「
大
野
城
ト
レ
イ
ル
」に
つ
い
て

個
性
を
輝
か
せ
る

　
　「
大
野
城
ト
レ
イ
ル
」に
つ
い
て

▲映像はこちら

▲映像はこちら

3
月
と
8
月
の
2
回
に
わ
た
り
説
明

会
を
実
施
。
2
回
の
違
い
は

3
月
は
、
解
体
工
事
業
者
が
未
定
で
、

工
事
工
程
の
概
略
。
2
回
目
は
、
7

月
に
業
者
が
決
定
し
た
の
で
、
今
後

具
体
的
に
進
め
て
い
く
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
し
た
。

2
回
の
説
明
会
で
、
地
域
住
民
に
十

分
な
理
解
を
得
ら
れ
た
か

問
い
合
わ
せ
が
な
か
っ
た
の
で
、
お

お
む
ね
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

工
事
内
容
の
周
知
を
も
っ
と
努
力
す

る
べ
き
で
は

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
看
板
を
掲
示
し
、
必
要
に

応
じ
て
回
覧
版
で
周
知
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

次
回
の
説
明
会
は
平
成
30
年
5
月
に

開
催
。
ア
ス
ベ
ス
ト
や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
処
理
工
事
に
つ
い
て
、
多
く
の
住

民
に
、
正
し
い
情
報
を
知
ら
せ
る
べ

き
で
あ
る
。
よ
り
丁
寧
な
説
明
会
を

設
け
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
は
心
配

の
な
い
暮
ら
し
が
で
き
る
と
捉
え
る

答答 問問答 問問

答
が
、
見
解
を

ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
人
体
に
有
害
な
物

質
の
除
染
も
含
ま
れ
る
の
で
、
工
事

だ
よ
り
を
定
期
的
に
発
行
、
正
確
な

情
報
を
知
ら
せ
た
い
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
丁
寧
な
説
明

を
行
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
の
で
、

次
回
の
説
明
会
の
早
期
開
催
に
向
け

て
前
向
き
に
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
に

潜
む
危
険
性
を
知
ら
な
い
市
民
も
大

勢
お
ら
れ
る
の
で
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
良
い
事
例
に
準
じ
て
、
市

民
周
知
に
努
め
た
い
。

環
境
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
解
体
工
事
・
周
知
の
努
力
を
！

環
境
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
解
体
工
事
・
周
知
の
努
力
を
！

大
　
塚
　
み
ど
り

中
　
村
　
真
　
一

大野城跡石碑
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

生
活
保
護
は
一
日
も
早
く
自
分
の
力

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
手
助
け
す
る

制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
事
が
困
難
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
受
給
者

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
、
各
世
帯
の
状

況
に
応
じ
た
訪
問
を
、
２
カ
月
か
ら

半
年
に
１
回
の
割
合
で
行
い
、
そ
の

中
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

へ
の
相
談
を
聞
け
ば
、
必
要
に
応
じ

て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
快
適
に
居
宅
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
。

受
給
者
は
貯
蓄
が
出
来
な
い
が
、
住

居
の
立
ち
退
き
時
や
、
転
居
指
導
時
、

病
気
等
の
生
活
状
態
が
変
化
し
た
時

な
ど
の
引
っ
越
し
時
の
費
用
は
ど
う

な
る
の
か

高
額
家
賃
に
よ
る
転
居
指
導
、
病
気

療
養
上
、
著
し
く
環
境
条
件
が
悪
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
保
護
の

実
施
要
領
上
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

転
居
に
関
す
る
費
用
は
、
決
め
ら
れ

た
金
額
の
範
囲
内
で
福
祉
事
務
所
が

扶
助
を
行
う
。

答答 問問

答 問
住
居
の
転
居
に
際
し
て
本
市
は
、
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か

住
宅
の
契
約
に
関
し
て
は
、
受
給
者

と
家
主
と
の
契
約
に
関
す
る
こ
と
で
、

福
祉
事
務
所
と
し
て
積
極
的
に
は
関

与
し
な
い
が
、
賃
貸
物
件
を
探
す
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど
に
関
し
て

は
、
本
人
了
解
の
上
で
、
対
応
が
可

能
な
不
動
産
会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を

紹
介
し
、
本
人
の
状
況
を
説
明
す
る

な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
賃
貸
契
約
が
で

き
る
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

就
労
が
困
難
な

　
　

生
活
保
護
者
へ
の
住
居
支
援
は
？

就
労
が
困
難
な

　
　

生
活
保
護
者
へ
の
住
居
支
援
は
？

青
パ
ト
な
ど
地
域
の
見
守
り
活
動

安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
と
成
果

青
パ
ト
は
平
成
18
年
か
ら
配
備
を
始

め
、
現
在
市
内
に
は
、
８
団
体
、
17

台
の
登
録
が
あ
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

地
域
の
自
主
防
犯
団
体
に
よ
る
登
下

校
時
の
見
守
り
や
、
第
２
、
第
４
金

曜
日
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な

ど
、
地
域
の
地
道
な
見
守
り
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。
市
内
の
刑
法
犯
認

知
件
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
も
、

地
域
の
見
守
り
活
動
の
効
果
の
あ
ら

わ
れ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
に

よ
る
街
頭
見
守
り
カ
メ
ラ
設
置
や
、

平
成
26
年
に
新
設
さ
れ
た
春
日
警
察

署
の
犯
罪
抑
止
効
果
も
大
き
い
。

こ
れ
か
ら
の
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
補

助
金
を
出
し
て
は

現
在
は
、
犯
罪
の
多
い
地
域
、
犯
罪

抑
止
効
果
の
高
い
場
所
へ
市
が
直
接

設
置
を
し
て
い
る
の
で
、
防
犯
カ
メ

ラ
補
助
金
制
度
の
予
定
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、市
所
有
の
車
を
青
パ
ト
仕

答答 問問問

答
様
に
し
て
は

庁
用
車
は
集
中
管
理
し
て
使
っ
て
お

り
、
青
パ
ト
に
す
る
と
業
務
の
使
用

が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
適
し
て
い
な

い
と
考
え
て
い
る
。

全
国
単
独
１
位
に
向
け
て
、

　
　

安
全
・
安
心
の
強
化
を

全
国
単
独
１
位
に
向
け
て
、

　
　

安
全
・
安
心
の
強
化
を

河
　
村
　
康
　
之

守谷市（茨城県）
武蔵野市（東京都）
大野城市（福岡県）

子育て

医療・介護

生活インフラ

安心・安全

街の活力

自治体の運営 生活の利便性

快適な暮らし

80

70

60

50

40

　
山
　
上
　
高
　
昭

日
経
B
P
社「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ 

ー
住
み
よ
い
街
2
0
1
7
ー
」よ
り
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子
ど
も
用
の
遊
具
が
撤
去
さ
れ
て
い

る
公
園
（
柳
ヶ
浦
公
園
、
紫
池
公
園
、

野
添
公
園
等
）
が
目
立
つ
が
、
理
由
・

今
後
の
対
応
は

市
の
点
検
業
務
で
、
危
険
と
判
定
さ

れ
た
遊
具
を
撤
去
し
て
お
り
、
平
成

30
年
３
月
ま
で
に
代
替
遊
具
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
撤
去
か
ら
設
置
ま
で

の
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
縮
す
る
。

子
ど
も
が
体
を
動
か
せ
る(

ボ
ー
ル

遊
び
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
等)

公
園

が
殆
ど
な
い
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か

遊
び
で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
を
試
合
形

式
で
行
う
こ
と
や
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
を
小
さ
な
公
園
で
行
う
事
は
自
粛

し
て
頂
い
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、

近
隣
公
園
以
上
の
広
い
公
園
で
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

幼
児
用
の
遊
び
場(

砂
場)

が
少
な

い
。
ま
た
、
猫
の
糞
害
で
不
衛
生
な

公
園
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か

衛
生
管
理
は
、
年
１
回
砂
場
の
砂
の

大
腸
菌
な
ど
の
検
査
を
実
施
し
て
い

答 問問答答

答

問

問
る
。
不
適
合
の
場
合
は
、
速
や
か
に

砂
の
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
糞
害
対
策
で
フ
ェ
ン
ス
の
設
置

を
地
元
区
と
相
談
し
検
討
す
る
。

大
人
用
の
遊
具
が
少
な
い
が
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
も
大
人
用
、

高
齢
者
用
の
遊
具
を
増
設
す
べ
き
で

は
な
い
か

新
し
い
遊
具
を
整
備
す
る
場
合
は
、

市
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
頂
く
の
が

前
提
な
の
で
、
既
存
遊
具
の
利
用
状

況
や
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握

し
、
大
人
用
、
高
齢
者
用
の
遊
具
に

つ
い
て
も
整
備
を
検
討
す
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る

　
　
公
園
を
作
ろ
う
！

市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る

　
　
公
園
を
作
ろ
う
！

▲映像はこちら

▲映像はこちら

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
は
、
全
て
の

児
童
が
健
全
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、

児
童
福
祉
法
の
理
念
を
明
確
化
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全

国
展
開
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
し
て

い
る
。
本
市
の
所
見
は

改
正
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
児
童

虐
待
の
リ
ス
ク
を
早
期
に
発
見
し
、

減
ら
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

子
ど
も
虐
待
防
止
の
課
題
は

聞
き
取
り
で
は
妊
婦
の
３
人
に
１
人

が
転
入
１
年
未
満
、
88
％
が
核
家
族

等
に
よ
り
妊
娠
や
子
育
て
へ
の
不
安

や
孤
立
を
感
じ
る
妊
婦
が
増
え
て
い

る
。
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
情

報
を
い
ち
早
く
把
握
し
適
切
に
対
応

す
る
か
が
課
題
。

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
の
状
況
は

市
内
5
6
8
名
の
児
童
に
対
し
延
べ

１
万
2,
1
7
0
件
の
相
談
対
応
。
内

虐
待
相
談
が
延
べ
4,
5
4
3
件
。
面

前
Ｄ
Ｖ
対
応
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

答答 問問答 問

答 答 問問
小
中
学
校
で
の
性
教
育
の
概
要
、
望

ま
な
い
妊
娠
や
出
産
の
防
止
は

小
学
校
で
は
、
４
年
生
の
保
健
の
授

業
に
て
思
春
期
を
迎
え
た
男
女
の
発

育
の
違
い
等
年
間
４
時
間
。
中
学
校

で
は
１
年
生
の
保
健
体
育
科
に
て
男

女
の
生
殖
機
能
発
達
や
性
的
関
心
の

高
ま
り
と
異
性
の
尊
重
等
年
３
時
間
。

３
年
生
で
性
感
染
症
の
予
防
等
に
つ

い
て
年
２
時
間
学
習
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
は

市
の
各
施
策
に
反
映
し
て
取
り
組
み

中
の
た
め
、
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
最
善
の
開
設
を

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
最
善
の
開
設
を

松
　
﨑
　
百
合
子

平
　
井
　
信
太
郎

人権
問題

同
和
問
題

障
が
い
者

の
人
権

高
齢
者

の
人
権

外
国
人

の
人
権

子
ど
も

の
人
権

そ
の
他
の

人
権
課
題

HIV感染者
ハンセン病患者等

の人権

男女共同
参画

▼フェンスのない砂場（柳ヶ浦公園）

大
野
城
市

「
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
」よ
り

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

０
９
２
ー
５
８
５
ー
２
４
６
０
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

生
活
保
護
制
度
の
周
知
方
法
は
適
正

か本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
制
度

の
趣
旨
、
生
活
保
護
を
受
け
る
為
の

要
件
及
び
保
護
の
内
容
、
申
請
か
ら

決
定
ま
で
の
流
れ
な
ど
理
解
で
き
る

内
容
で
あ
る
が
、
閲
覧
者
が
抱
え
て

い
る
問
題
は
様
々
で
あ
り
、
ま
ず
生

活
支
援
課
に
相
談
し
て
頂
き
た
い
。

窓
口
で
最
初
に
相
談
の
み
行
っ
て
い

な
い
か

申
請
意
思
が
明
確
な
方
は
速
や
か
に

申
請
の
手
続
き
を
し
て
い
る
。

生
活
保
護
の
申
請
要
件
を
正
し
く
説

明
し
て
い
る
か

申
請
に
当
た
り
、
生
活
保
護
法
第
24

条
第
１
項
及
び
第
２
項
に
定
め
る
申

請
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
と
添
付
書

類
は
必
要
だ
が
、
特
段
の
申
請
要
件

は
無
く
誰
で
も
申
請
で
き
る
。

た
だ
し
、
申
請
後
に
資
産
、
扶
養
義

務
等
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

生
活
支
援
課
の
職
員
は
社
会
福
祉
法

に
則
っ
た
資
格
保
持
者
か

社
会
福
祉
法
第
15
条
に
基
づ
き
査
察

答答 問問答答 問問

答 問
指
導
員
２
名
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
12

名
、
事
務
職
員
２
名
を
配
置
し
て
い

る
。
そ
の
他
法
外
配
置
職
員
と
し
て
、

管
理
職
１
名
、
面
接
相
談
員
２
名
、

精
神
保
健
福
祉
士
１
名
、
就
労
自
立

支
援
員
２
名
、
臨
時
職
員
２
名
合
計

24
名
と
な
っ
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
賃
貸
物
件
の
契
約
更
新

時
に
退
去
を
迫
ら
れ
る
現
実
に
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
か

被
保
護
者
が
契
約
、
法
的
な
問
題
で

困
っ
て
い
る
こ
と
を
申
し
出
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
利
用
し
た
解
決

を
案
内
し
て
い
る
。

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

不
育
症
の
周
知
、啓
発
に
つ
い
て

不
育
症
は
、
不
妊
症
に
比
べ
て
、
ま

だ
社
会
的
、
一
般
的
に
認
知
度
が
高

い
と
は
言
え
な
い
状
況
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
自
分
自
身
は
も
ち

ろ
ん
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
な
ど
の

周
囲
の
人
間
も
、
流
産
や
死
産
の
原

因
に
つ
い
て
不
育
症
か
も
し
れ
な
い

と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
不
育
症

の
リ
ス
ク
因
子
の
検
査
や
そ
の
結
果

に
基
づ
く
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
い

る
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
不
育
症
に
つ
い
て
の
情
報
を
市

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
く
情
報
提
供
、
周

知
を
図
り
、
不
育
症
に
対
す
る
認
知

度
や
理
解
度
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

に
よ
り
、
反
復
流
産
や
習
慣
流
産
な

ど
に
悩
む
方
が
早
期
に
検
査
や
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

不
育
症
の
相
談
体
制
に
つ
い
て

不
育
症
に
つ
い
て
の
相
談
は
現
在
の

と
こ
ろ
は
な
い
。
相
談
の
内
容
や
相

談
者
の
様
子
か
ら
、
専
門
的
な
相
談

窓
口
で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
産
婦
人
科

答答 問問

な
ど
の
医
療
機
関
へ
の
相
談
を
勧
め

る
ほ
か
、
専
用
電
話
に
よ
る
電
話
相

談
や
、
専
門
の
医
師
、
助
産
師
に
よ

る
面
接
相
談
が
実
施
さ
れ
て
い
る
福

岡
県
の
相
談
窓
口
で
あ
る
「
不
妊
専

門
相
談
セ
ン
タ
ー
・
女
性
の
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
案
内
す
る
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
不
育
症

知
っ
て
い
ま
す
か
？
不
育
症

松
　
下
　
真
　
一

　
松
　
田
　
美
由
紀

検 索フイクラボ
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児
童
に
と
っ
て
楽
し
み
の
一
つ
で
あ

る
お
や
つ
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
出

さ
れ
て
い
る
の
か
。
2
0
1
5
年
福

祉
文
教
委
員
会
に
て
、
障
が
い
者
就

労
支
援
施
設
で
作
ら
れ
て
い
る
菓
子

類
も
出
す
こ
と
を
提
言
。
そ
の
後
の

経
過
と
今
後
に
つ
い
て

特
に
基
準
は
な
い
が
、
運
営
委
託
業

者
が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
だ
け
で

な
く
、
季
節
感
、
子
ど
も
の
好
み
を

考
慮
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
。
手
づ

く
り
の
お
や
つ
や
障
が
い
者
優
先
調

達
推
進
の
趣
旨
か
ら
、
学
童
の
運
営

委
託
業
者
が
市
内
の
障
が
い
者
就
労

支
援
施
設
と
協
議
し
、
平
成
29
年
６

月
か
ら
三
施
設
が
お
や
つ
の
提
供
を

開
始
。
１
ヵ
月
に
二
つ
の
学
童
に
提

供
し
、
11
月
ま
で
に
全
て
の
学
童
へ

お
や
つ
の
提
供
を
行
っ
た
。
30
年
度

に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
予
定
。

お
や
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
保
護
者
に
周

知
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

各
学
童
保
育
所
に
１
ヵ
月
間
の
メ

ニ
ュ
ー
表
を
掲
示
し
、
メ
ニ
ュ
ー
表

が
必
要
な
保
護
者
に
は
、
渡
せ
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
護
者
会
役
員
会
で
、
お
や

答答 問

答

問

問
つ
の
試
食
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

各
学
童
の
保
護
者
会
や
保
護
者
役
員

会
に
お
い
て
、
お
や
つ
に
関
し
て
の

聞
き
取
り
調
査
な
ど
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

留
守
家
庭
児
童
保
育
所
の
ト
イ
レ
は
、

男
女
別
の
施
設
は
大
城
小
学
校
区
学

童
の
み
だ
が
、
今
後
の
計
画
は

大
野
城
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
で
は
、
劣
化
の
状
況
に
応
じ

た
補
修
の
み
を
行
う
。
現
在
の
と
こ

ろ
は
ト
イ
レ
を
男
女
別
に
改
修
す
る

予
定
は
な
い
。

学
童
の
お
や
つ
　

　
　
手
づ
く
り
に
近
い
お
や
つ
を
！

学
童
の
お
や
つ
　

　
　
手
づ
く
り
に
近
い
お
や
つ
を
！

▲映像はこちら

▲映像はこちら

「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
お
お
の
じ
ょ
う
」

は
年
２
回
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
除

草
さ
れ
可
燃
物
と
し
て
出
さ
れ
る
量

は
ど
れ
だ
け
か

平
成
29
年
度
に
回
収
し
た
可
燃
ご
み

は
、
約
89
ト
ン
。
そ
の
約
９
割
が
草

類
だ
っ
た
の
で
、
計
算
上
年
間
80
ト

ン
ほ
ど
の
草
類
を
回
収
し
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
を
45
リ
ッ
ト
ル
の
環
境

美
化
袋
に
換
算
す
る
と
、
約
３
万

2,
0
0
0
袋
と
な
る
。

焼
却
場
ま
で
の
運
搬
を
業
務
委
託
し

て
い
る
が
、
そ
の
年
間
の
委
託
料
は
。

ま
た
、
焼
却
処
理
し
て
い
る
が
、
そ

の
費
用
は

年
間
の
委
託
料
は
、
約
7
7
3
万
円
。

ま
た
、
焼
却
処
理
費
用
は
、
通
常
の

搬
入
手
数
料
に
換
算
す
る
と
、

1
1
2
万
円
に
な
る
。

除
草
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
重
た

い
土
・
砂
も
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
れ

を
税
金
を
使
っ
て
運
ぶ
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
ま
た
、
草
も
一
定
の
時

間
が
経
て
ば
土
に
返
る
し
、
肥
料
に

も
な
る
。
公
園
の
片
隅
や
木
の
根
っ

こ
に
置
く
と
か
、
税
金
を
使
わ
な
い

答答 問問問

答
方
法
が
あ
る
は
ず
。
焼
却
処
理
し
て

い
る
現
在
の
や
り
方
、
改
善
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か

委
託
業
者
が
収
集
す
る
現
在
の
シ
ス

テ
ム
は
市
民
に
定
着
し
て
い
る
。一
方

で
、
草
類
を
一
部
で
も
自
然
に
返
す

こ
と
は
ご
み
減
量
や
経
費
削
減
の
観

点
か
ら
、
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
集
め
た
草
類
の
飛

散
や
虫
の
発
生
、
悪
臭
の
問
題
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。
先
進
自
治
体
の
取

り
組
み
方
法
な
ど
を
調
査
し
、
提
案

の
事
例
を
含
め
て
、
今
後
検
討
す
る
。

草
類
は
自
然
に
返
そ
う
、

　
　
経
費
削
減
の
た
め
に
も

草
類
は
自
然
に
返
そ
う
、

　
　
経
費
削
減
の
た
め
に
も

▼集められた大量の草

松
　
﨑
　
正
　
和

　
清
　
水
　
純
　
子
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▲映像はこちら

完
成
の
３
年
前
か
ら
高
架
下
に
誘
致

す
る
店
舗
な
ど
の
検
討
に
入
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
３
年
前
だ

が
、
な
に
か
検
討
し
て
い
る
商
業
店

舗
、
テ
ナ
ン
ト
な
ど
は
あ
る
か

テ
ナ
ン
ト
誘
致
に
係
る
市
場
調
査
等

を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
発
注
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
商
業
施

設
や
テ
ナ
ン
ト
、
公
共
施
設
な
ど
の

整
備
計
画
を
検
討
し
た
い
。

高
架
下
の
利
用
は
市
民
だ
け
の
サ
ー

ビ
ス
を
重
視
し
て
い
る
の
か
、
も
し

く
は
市
外
か
ら
の
集
客
を
重
視
し
て

い
る
の
か
、
も
し
く
は
両
方
な
の
か

市
民
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

市
外
の
方
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
活
用

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

市
外
か
ら
の
集
客
を
見
据
え
た
場
合
、

大
野
城
ト
レ
イ
ル
や
ジ
ョ
ー
バ
イ
ク

な
ど
と
の
連
携
は
。
ま
た
、
大
野
城

市
の
総
合
案
内
所
、
お
出
か
け
案
内

所
な
ど
を
設
置
す
る
考
え
は

ト
レ
イ
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
ジ
ョ
ー
バ

イ
ク
は
、
実
証
実
験
の
検
証
結
果
を

答答答 問問

問

問

答
踏
ま
え
な
が
ら
考
え
る
。
総
合
案
内

所
は
、
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
協
議

を
進
め
て
い
く
。

市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
見
据
え
た
場

合
、
働
く
お
母
さ
ん
の
た
め
の
託
児

施
設
や
ペ
ッ
ト
社
会
で
要
望
の
多
い

ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
を
設
置
す
る
考
え

はそ
れ
ら
の
意
見
も
尊
重
し
な
が
ら
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
の
将
来
を
左
右
す
る

　
　
西
鉄
連
続
立
体
交
差
事
業

本
市
の
将
来
を
左
右
す
る

　
　
西
鉄
連
続
立
体
交
差
事
業

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
初
日
）

全
員
協
議
会

会
派
代
表
者
会
議

本
会
議（
２
日
目
、質
疑
、付
託
）

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想
調
査
特
別

委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

予
算
委
員
会

本
会
議（
３
日
目
、一
般
質
問
）

会
派
代
表
者
会
議

本
会
議（
４
日
目
、一
般
質
問
）

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想
調
査
特
別

委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
最
終
日
）

全
員
協
議
会

福
岡
県
中
部
十
市
議
会
議
長
会

議
員
研
修
会（
福
津
市
）

福
岡
都
市
圏
議
長
会
視
察
研
修

（
鹿
児
島
県
・
宮
崎
県
）

11
月
22
日

24
日

12
月
１
日

６
日

７
日

８
日

11
日

14
日

15
日

18
日

19
日

１
月
17
日

18
日

〜
19
日

視
察
来
庁 

群
馬
県
沼
田
市

１
月
23
日

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

大
阪
府
高
槻
市

１
月
26
日

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口

に
つ
い
て香

川
県
琴
平
町

１
月
29
日

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

茨
城
県
守
谷
市

２
月
６
日

公
共
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

事
業
に
つ
い
て

宮
崎
県
延
岡
市

２
月
13
日

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

兵
庫
県
三
木
市

２
月
14
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
つ
い
て

事業完成イメージ

井
　
福
　
大
　
昌
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発
行
責
任
者
：
議
長
　
白
石
重
成
　
　
編
集
：
広
報
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議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。

●募集作品
　　　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法
　　　　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係
　　　　へ郵送または直接窓口へ(〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号
　　　　℡．580－1938)
●注意事項
　　　　・未発表のものに限ります
　　　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください
　　　　・提出された作品は、返却しません
　　　　・ペンネームでも可とします
　　　　・採用された作品は、平成30年5月15日号に掲載予定です

～作品掲載希望者募集～

○
冬
の
陽
に
笑
顔
見
た
く
て
会
い
に
行
く

○
床
の
間
に
座
す
る
干
支
の
夫
婦
犬

○
冬
休
み
指
切
り
げ
ん
ま
ん
懐
か
し
き

○
明
け
た
朝
手
の
ひ
ら
に
書
く
し
あ
わ
せ
と

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

○
初
景
色
隆
々
と
し
て
大
野
城

○
質
疑
応
答
市
政
に
春
の
声
を
聴
く

○
平
成
や
な
ら
ざ
る
望
み
夢
が
追
ふ

（
乙
金
台
・
泉
満
夫
さ
ん
）

作
　
品
　
紹
　
介

俳　

句

○
お
子
達
の
笑
顔
に
触
れ
て
背
に
触
れ
て
ゆ
り
か
ご
の
う
た
小
声
で
歌
い
　
　
　

○
平
中
の
制
服
を
着
た
少
年
ら
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
青
春
の
声

○
我
が
家
か
ら
保
育
園
迄
の
一
本
道
一
人
一
人
の
笑
顔
が
浮
か
び

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

短　

歌

○
新
春
に
優
し
い
目
を
す
る
犬
猫
も

○
一
歩
づ
つ
前
に
進
み
て
71
年

○
マ
イ
チ
ャ
リ
に
気
持
を
乗
せ
て
西
東（

緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

川　

柳

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

髙　山　やす子
森　　　和　也
松　田　美由紀
山　上　高　昭
大　塚　みどり
松　﨑　百合子

広 報 委 員 会
　
「
こ
ち
ふ
か
ば　

匂
ひ
お
こ
せ
よ　

梅
の
花　

あ
る
じ
な
し
と
て　

春
な

忘
れ
そ
」
春
風
が
吹
い
た
ら
、
香
り

を
そ
の
風
に
託
し
て
大
宰
府
ま
で
送

り
届
け
て
く
れ
、
梅
の
花
よ
。
主
人

で
あ
る
私
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

春
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ぞ
。
京
都

を
離
れ
る
際
に
菅
原
道
真
公
が
詠
ま

れ
た
和
歌
で
す
。
学
生
時
代
に
授
業

で
学
ん
だ
こ
と
を
今
で
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
の
梅
の
名
所
の
一
つ
で
あ

る
太
宰
府
天
満
宮
の
梅
の
開
花
時
期

は
２
月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬
頃
で
す
。

３
月
４
日
に
は
神
事
「
曲
水
の
宴
」

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
一
足
先
に
春

を
探
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
美
由
紀
）


